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10.  グレリン分泌調節機構に関する研究 

 

研究分担者 赤水 尚史  

和歌山県立医科大学内科学第一講座 教授 

 

研究要旨 

睡眠時無呼吸症候群において、グレリンを含めた種々のホルモンや神経伝達

物質が変動することが知られており、その病態との関連が興味を持たれている。

一方、グレリン分泌が種々の栄養素、ホルモン、神経伝達物質などによって影

響を受ける事が in vivo を中心に知られている。しかしながら、それらの影響が

直接作用か間接作用かは不明であり、分子レベルでの調節機構はほとんどなさ

れていない。その大きな理由の一つは有用なグレリン分泌細胞が不在であるこ

とにある。そこで我々は、グレリン分泌細胞株を樹立し、同細胞株を用いてグ

レリン分泌調節機構を分子レベルで解析した。 

 

A. 研究目的 

グレリン分泌細胞株を樹立し、同細胞株

を用いてグレリン分泌調節機構を分子レベ

ルで解析する。 

 

B. 研究方法 

まず、グレリン遺伝子プロモーターを有

する SV40-T 抗原トランスジェニックマウ

スを作成し、胃由来のグレリン分泌細胞株

を樹立した。次に、その細胞株を用いて種々

のホルモンや神経伝達物質によるグレリン

分泌調節機構を検討した。 

 

C. 研究結果 

インスリンとソマトスタチンはグレリン

分泌を抑制し、オキシトシンとバソプレッ

シンは同分泌を刺激した。同細胞にはオキ

シトシン受容体しか存在せず、バソプレッ

シンの作用はオキシトシン受容体を介した

交叉反応と考えられた。また、ドーパミン、

エピネフリン、ノルエピネフリンもまたグ

レリン分泌を増加した。ドーパミンに関し

ては、D1a と D2 に対する受容体が存在し

ていた。D1 アゴニストは刺激作用を示した

が、D2、D3 アゴニストは作用を示さない

ことからD1a受容体を介した作用と推察さ

れた。 

 



D. 考察 

グレリン分泌を直接調節するホルモンや

神経伝達物質を見いだした。これらの所見

は、グレリン分泌調節機構を明らかにする

のみならず、グレリンシステムの包括的理

解を深めると考えられ、睡眠時無呼吸症候

群との関連研究にも有用と期待されよう。 

 

E. 結論 

グレリン分泌細胞株を樹立し、同細胞株

を用いてグレリン分泌調節機構を分子レベ

ルで解析した。その結果、インスリンとソ

マトスタチンはグレリン分泌を抑制し、オ

キシトシンとバソプレッシンは同分泌を刺

激することを見いだした。 
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